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帰属収支差額に、現金が流出するわけではない減価償却費を加えると、1年間の
資金余剰が算出される。帰属収支と同様の傾向を示している。大学の場合は2007
年度に７億8062万円、2009年度に6億1717万円となっている（2008年度を除き、6
年間、常に3億9000万円以上）。
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大学の帰属収支は極めて安定しており、中等部も

同様。高等部にマイナスが発生する年度もあるが、

大学が十分にカバーしている状態である。

特に大学は、すでに2億7000万以上の賃金をカッ

トしたうえ、2009年度に6億1717万円の資金余剰を

出している。

借入金利息を着実に減らしている状況を考慮する

ならば、これ以上の賃金カットには正当性が何ら見

受けられないといえよう。


